2021年8月3日
尾田会員卓話　「私の仕事」

皆さん、こんにちは。
私の仕事は建築設計で、大学が卒業後、何社か勤務したのち、1997年に独立しました。
独立後の主な仕事を紹介します。
建築をやりたいと思ったきっかけは「住宅」であるため、住宅の仕事の紹介をします。

1 私の近所の友だちの家で二世帯住宅に3世代が住んでいる家。
奥さんの実家が安田町の材木屋をしていたため木材は豊富にあった。調整区域に建てたため、大変なこともあった。
2 土佐山田の商店街に面して建つ住宅で鰻の寝床のような土地。坪庭を何か所入れ。吹き抜けを作り、風が通るようにした。また、車いすの家族のためにバリアフリーにした。
3 酒蔵のある家。香南市の造り酒屋の家で敷地も広く、建物も文化財級の家だったが、使いやすい家にしたいということで、すべてを直さず、制約がある中で、リフォーム。
予算は２軒の家が建つくらいの金額で、中庭にもこだわった。
4 耐震改修のリノベ―ション、店舗付きの住宅を遊び心のある住宅希望。
打ち刃物の町なので、引手を刃物形にした。

住宅はいくつか手掛けたが、並行して、社会福祉施設も建設した。
災害時の救急道具を寄贈した障碍者施設も手掛ける。
障碍者が入所し、隣接する作業室、管理棟など広い敷地に建設。
真ん中に中庭をとり、建物内が暗くならないようにした。
障碍者のグループホームも建造した。地元の瓦をつかい、和風にした。
年齢的にも老化率が高いため、バリアフリーで仕上げている。
知的障碍者用の施設は災害時の避難施設としても使うよう注文があったため、
トイレ、厨房など、入所者だけでなく、近隣の人も利用できるようにした。
また、普段も交流の場としての活用もできる。眺望がよい施設で外と中が一体化したような建物である。
山中にある平屋の建物は知的障碍者の通所施設でここに通い、作業する建物。
シンプルな感じになっている。山北にあるため、真ん中にある鉄骨はミカン色にした。
公共工事的な仕事は、香美市にある打ち刃物職人用の建物で鍛冶屋の機械を設置し、訓練ができるシンプルな建物。
平山地区にある集落活動センターで今年の春完成した。内部には子供用のボルタリングがあり、隣接するキャンプ場利用者が活用できる。
　
